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1. はじめに 

  本資料は，添付書類Ⅵ-3「強度に関する説明書」において使用した計算機プログラム（解

析コード）について説明するものである。 

  「強度に関する説明書」において使用した解析コードの使用状況一覧，解析コードの概

要を以降に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2 

K6
 ①

 Ⅵ
-3
 別

紙
 R
0 

別紙 1 ＮＵＰＰ４ 

1. 使用状況一覧 

使用添付書類 バージョン 

Ⅵ-3-別添 2-5 

 

 

 

タービン建屋の強度計算書 Ver.1.4.13 
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2. 解析コードの概要 

コード名 

項目 
ＮＵＰＰ４ 

使用目的 固有値解析及び地震応答解析 

開発機関 鹿島建設株式会社 

開発時期 1967 年 

使用したバージョン Ver.1.4.13 

コードの概要 

本コードは，原子力発電所建屋の地震応答解析用として開

発された質点系モデルによるプログラムである。 

静荷重（節点荷重），スペクトルモーダル解析及び動荷重

（節点加振力，地震入力）を扱うことができる。 

地震応答解析は，線形解析及び非線形解析を時間領域におけ

る数値積分により行うほか，線形解析を周波数領域で行うこ

とが可能である。 

検証（Verification） 

及び 

妥当性確認（Validation） 

 本解析コードは，タービン建屋の年超過確率 10-2 相当地

震動に対する地震応答解析に使用している。 

【検証（Verification）】 

 本解析コードの検証内容は以下のとおりである。 

・既工事計画において実績のある別コード（ＤＹＮＡ２

Ｅ）を用いて，同一諸元による固有値解析及び時刻歴

応答解析を実施し，本解析コードとＤＹＮＡ２Ｅの解

析結果がおおむね一致することを確認している。 

・本解析コードの運用環境について，開発機関から提示

された要件を満足していることを確認している。 

 

【妥当性確認（Validation）】 

 本解析コードの妥当性確認内容は以下のとおりである。 

 ・今回の設計及び工事計画認可申請における用途及び適

用範囲が上述の妥当性確認の範囲内であることを確認

している。 

 ・本解析コードは日本国内の原子力施設で工事計画認可

申請に使用されており，十分な実績があるため信頼性

がある。 
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 ・本設計及び工事の計画において使用するバージョン

は，他プラントの既工事計画において使用されている

ものと異なるが，バージョンの変更において解析機能

に影響のある変更が行われていないことを確認してい

る。 
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